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文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査
に
よ
る
と
、
我
が
国
の
大
学
の
数
は
、
平
成
元
年
は
四
百
九
十
九
校
で
あ
っ
た
も
の
が
、
令

和
元
年
に
は
、
こ
の
間
、
短
期
大
学
が
五
百
八
十
四
校
か
ら
三
百
二
十
六
校
に
減
少
し
、
大
学
に
改
組
さ
れ
た
も
の
が
多
く
あ

る
が
、
新
設
さ
れ
た
大
学
と
合
わ
せ
て
、
七
百
八
十
六
校
存
在
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
元
年
三
月
の
高
等
学
校
卒
業
者
数
は
約
百
七
十
万
人
で
、
大
学
へ
の
進
学
率

は
二
十
四
・
七
％
、
平
成
三
十
一
年
三
月
の
高
等
学
校
卒
業
者
数
は
約
百
六
万
人
で
、
大
学
へ
の
進
学
率
は
五
十
三
・
七
％
と

伸
び
て
お
り
、
人
口
減
少
と
共
に
高
等
学
校
卒
業
者
数
は
約
六
十
五
万
人
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
大
学
・
短
期
大
学
へ
の
進

学
率
が
上
昇
し
た
こ
と
で
、
入
学
者
数
は
増
加
し
て
き
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
二
十
一
年
～
令
和
二
年
頃
ま
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
き
た
十
八
歳
人
口
は
、
令
和
三
年
頃
か
ら

減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率
は
、
こ
こ
数
年
頭
打
ち
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
今
後
、
大
学
進
学
人
口
の
減
少
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
や
、
私
立
大
学
の
定
員
割
れ
が
四
割
に
の
ぼ
る

こ
と
を
背
景
に
、
各
大
学
等
に
お
い
て
は
、
学
生
集
め
の
た
め
の
熱
心
な
広
報
活
動
が
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

学
校
教
育
・
経
営
の
場
に
お
い
て
は
、
自
主
性
・
自
律
性
が
承
認
さ
れ
て
い
る
が
、
学
生
集
め
の
た
め
に
行
わ
れ
る
学
校
案



 

２ 

 

内
等
に
お
い
て
、
入
学
後
に
変
更
の
見
込
み
が
大
い
に
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
等
を
載
せ
る
こ
と
は
、
不
適
切
な
広
報
活
動

と
し
か
思
わ
れ
な
い
。
今
後
の
学
生
募
集
案
内
等
に
お
け
る
あ
り
方
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

本
年
二
月
、
毎
日
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
、
「
消
え
た
ゼ
ミ
」
と
の
タ
イ
ト
ル
で
、
あ
る
女
子
大
学
の
広
報
（
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
入
試
面
接
で
の
説
明
な
ど
）
が
受
験
・
入
学
の
最
大
の
決
め
手
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ゼ
ミ
な
ど
の
重
要
な
教
育
内
容
が
入
学
後
に
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、
勉
学
目
標
や
在
学
の
意
義

を
見
失
っ
て
、
失
望
を
禁
じ
え
な
い
と
い
う
学
生
の
訴
え
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
変
更
理
由
の
説
明
や
代
替
案
の
提
示

な
ど
に
つ
い
て
、
学
生
や
保
護
者
か
ら
の
要
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
裁
量
権
」
を
盾
に
、
実
質
的
な
対
応
が
な
い
と
い

う
。
大
学
側
の
一
方
的
な
都
合
で
、
学
生
は
失
意
の
ま
ま
中
途
退
学
を
選
択
す
る
か
、
不
本
意
な
在
学
・
卒
業
を
甘
受
せ
ざ

る
を
得
ず
、
学
ぶ
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
 

今
後
減
少
が
見
込
ま
れ
る
大
学
入
学
者
獲
得
の
た
め
、
各
大
学
は
一
層
、
広
報
に
重
点
を
置
く
と
考
え
ら
れ
る
が
、
入
学

希
望
者
が
勘
違
い
す
る
よ
う
な
記
述
は
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
す
で
に
廃
止
の
予
定
で
あ
る
ゼ
ミ
等
に
つ

い
て
の
記
述
や
写
真
を
使
っ
て
の
広
報
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は
厳
に
謹
ん
で
頂
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
も
類
似
す
る

問
題
が
発
生
す
る
前
に
、
国
と
し
て
も
十
分
な
措
置
が
さ
れ
る
よ
う
対
処
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
如
何
か
。 



 

３ 

 

二 

大
学
の
学
費
は
学
生
側
か
ら
す
れ
ば
、
大
き
な
買
い
物
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
近
年
、
奨
学
金
（
有
利
子
）
を
利
用
す
る

学
生
も
増
え
て
お
り
、
借
金
し
な
が
ら
大
学
に
入
学
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
学
前
に
記
載
（
説
明
）
さ
れ
て
い
た
ゼ
ミ

な
ど
が
な
く
な
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
消
費
者
と
し
て
損
失
を
被
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
学
生
募
集
時
の
説
明
、
宣
伝

に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
期
待
・
信
頼
は
、
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
に
当
た
り
う
る
も
の
で
、
教
育
内
容
の
事
後
変
更
が
正

当
な
事
由
、
ま
た
は
、
や
む
を
え
な
い
事
由
が
な
い
中
で
行
わ
れ
た
場
合
は
、
何
ら
か
の
方
法
で
学
生
が
救
済
さ
れ
る
べ
き

と
考
え
る
が
如
何
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


